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ぼくら少年剣士

小学1・2年生のきり返し | 勝ち抜き試合

| おかあさんたちのたき出し

ぜんざいを腹いっぱい

「メンJrドウ」はち切れるようなかけ声が、ゆいし

ょある徴神堂の道場いっぱいにひびきわた って、 武道

始めは最高潮に達しました。

1月22日は、 大村剣道協会 (平山久之助会長)の武

道始め、 寒げい この表彰が あって、 かかり げい 乙か

ら、 勝 ち抜 き戦、先生 がたの 模範試合などがあっ

て、みんな元気に寒さを吹きとばし、 おかあさんがた

がたき出した 100人分の ぜんざいは、 またたくまに子

どもたちの腹におさまり、にこに乙顔で楽しい一日を

過ごしました。

現在市内で剣の道lζ志す児童、生徒は約600人、 11

の子ども会で協会の先生がたの指導をうけ、 腕前も日

i乙白1<::上達し、有段者も3・4名になりました。
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ぼくら少年剣士
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武道始め
大村剣道協会
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当日ガロー島にしかけられた発破の爆破

て
は
な

り
ま
せ

ん。

丹
羽
運
輸
大
臣
を
迎
之

一
月
二
十
二
日
新
大
村
空
港
の

起
工
式
は
丹
羽
運
輸
大
臣
を
迎
え

杭
出
津
郷
の
農
協
青
果
市
場
で
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
約

七
百
人
の
関
係
者
が
出
席
し
て
起

工
式
を
祝
い
、
黒
丸
踊
り
な
ど
郷

土
民
踊
も
ひ
ろ
う
さ
れ
ま
し
た
。

新
空
港
は
、
空
港
橋
を
含
め
総

額
百
三
十
四
億
円
に
の
ぼ
る
わ
が

国
初
の
海
上
空
港
で
、
各
方
面
か

ら
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
新
空
港
建
設
の
た
め

先
祖
伝
来
の
土
地
家
屋
を
失
う
箕

島
の
か
た
が
た
や
漁
場
を
失
う
漁

高
齢
者
医
療
費
の
支
払
い

午
後
三
時
三
十
分
ま
で
に

一
月
か
ら
高
齢
者
医
療
費
の
支

払
い
を
「
即
時
払
い
」
と
し
、
請

求
と
同
時
に
小
切
手
で
支
払
っ
て

お
り
ま
す
が
、
金
融
機
関
の
窓
口

が
午
後
四
時
で
締
め
切
り
ま
す
の

4今

調

で
、
受
付
は
遅
く
と
も
午
後
三
時

三
十
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い

な
お
、
支
払
い
は
前
月
分
の
医

療
費
を
翌
月
中
に
請
求
さ
れ
れ
ば

よ
い
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

和

の

と

業
関
係
者
の
大
き
な
犠
牲
を
忘
れ

おめでとう/

塚本君

れ

た

起

工

式

会

場
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な

旧

軍

人

等

ヘ

一

時

恩

給

実
在
職
年
三
年
以
上
七
年
未
満

新
幹
線
が
一
日
も
早
く
で
き
る

よ
う
、
み
ん
な
で
ハ
ガ
キ
陳
情
を

し
ま
し
ょ
う
。
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お おむ

4今

百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ

リ
ア
破
傷
風
(
混
合
)

予

防

接

種

の

り

対
象
者

①
第
一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
こ
の
期
聞
に
接
種
が
で
き

な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

①
第
一
期
の
も
の
三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種
。
料
金
は
無
料
。

禁
忌
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
か
た
は
、
接

種
前
に
医
師
と
じ
?
っ
ぷ
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
時
間

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で。

市政だより(3) 

感

謝

IL' 

で
/あ

のご

寄

付

あ

り

が

力、

る

と

う

ご

ざ

Tこ

ま

し

清

和

国

へ

百

円

。
諏
訪
郷
尾
崎
実
、
一
万

。
四
浜
町
岩
永
満
子
、
菓
子
三
円
。
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

十
一
袋
、
た
び
三
十
一
足
。
下

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
、
三
万
円

波
止
小
林
恭
子
、
み
か
ん
三
十
二

O
諏
訪
町
溝
上
太
久
馬
、
ヵ
レ

キ
ロ

O
本
町
二
丁
目
内
田
一
郎
ン
ダ
l
十

一
枚
、
タ
オ
ル
八
枚
、

み
か
ん
二
十
キ
ロ

O
大
村
市
農
手
ぬ
ぐ
い
三
十
枚

。

日
本
専
売

協
、
雑
誌
四
冊
。
本
経
寺
、
リ
公
社
大
村
出
張
所
、

パ
叩
ト
百
三

ン
ゴ
十
一
キ
ロ
、
バ
ナ
ナ
六
キ

ロ

十
五
箱
、
キ
ザ
ミ
十
箱

O
県
知

。
原
口
郷
鹿
取
茂
夫
、
さ
つ
ま
事
、
ド
ロ
吋
プ
ス
缶
三
十
六
缶

い
も
六
十
キ
ロ

O
上
駅
通
若
人

O
大
村
園
芸
高
校
生
徒
、
ひ
ざ
掛

会
、
八
千
百
円
。
栄
町
野
村
ト

二
十
枚

。
郡
中
学
校
生
徒
会
、

キ
ョ
、
み
か
ん
十
五
キ
ロ

O
第

四
千
円

。
大
村
地
区
同
盟
、
一

五
陸
曹
教
育
隊
、
菓
子
袋
五
十
袋

万
二
千
円

。
諏
訪
九
区
高
橋
美

清
酒
(
一
合
入
)
三
十
本
、
缶
詰
佐
子
、
テ
レ
ビ
一
台
。
駅
通
り

四
十
八
個
、
サ
ワ
グ
レ
ー
プ
二
十
前
田
昭
雄
、

カ
ス
テ
ラ
三
十
六
箱

九
個

O
竹
松
津
田
一
郎
、
三
千
@
某
氏
、
雑
誌
二
十
一

冊

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対

象

者

小
学
校
入
学
前
六
カ
月

以
内
の
も
の
(
幼
稚
園
等
で
接
種

し
て
い
な
い
も
の
)

禁
忌
者

有
熱
患
者
、
か
っ
け
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
リ
ン
パ
体
質
者

な
お
、

接
種
目
時
そ
の
他
は
前
記

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷

風

(混
合
)
予
防
接
種
に
し
た
が

っ
て
行
な
い
ま
す
。

ま

づ

く

ち結
核
健
康
診
断

昨
年
十
月
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に

よ
る
結
核
検
診
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
か
た
は

乙
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

A
V
該
当
者
次
の
者
を
除
く
全
員

川
就
学
前
の
乳
幼
児
。

同
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

等
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校

の
児
童
生
徒
。

判
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

も
の
。

同
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
も
の
。

同
十
月
に
検
診
を
受
け
た
も
の

O

A
V
料
金
無
料
で
す
。

な
お
、

検
診
は
健
康
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、

受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
診
は
い
ず
れ

の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

検

診
は
ボ
タ
ン
や
ホ
ッ

ク
の
な
い
下

着
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
受
診
で

き
ま
す
。

百日ぜき・ジフテリア・
破傷風(混合〉予防接種
実施日程表

|会場名 医 里旦|I -~" .~ 11回 目 |

|市役所 Ir.C1.~~ i 
I '" v-.. U' I 2月15日 |

|萱瀬出張所 I (火) i 

;諏訪公民館

I _ ''-þ-~^，~=- I 2月16日
|三浦診療所 |

I (水〉

|一所
竹松本町公

l-4休)

市立病院 l

I 2月18日

;松原出張所 ! (金) り

(
市
民
運
動
推
進
埼
議
会
)

…一…一…一…

結核健康諺断日程表

|時間 1

:30--11:30; 
:30-15:30， 

:30'-11:301 
: 30--15: 301 

: 30 ---11: 00， 

: 30--11: 301 

:30-15:301 

: 30----11: 30， 

:30、 15:30， 

:30......15:30 

月 日 |実 施 場所

2月(木17〉日 I松 原 駅 前
農協福重支所 1

1

2
月(金18)

日 宮小路公民館

農協竹松支所 1
2
片(土19)

日
大村市民会館

2
月(月
21
〉
日 古町 5区広場

農協西大村支所 1

2
月(火22)

日植松公民 館

諏訪公民館 1
2
月(水23)

日
I
萱瀬出張所 1

2
月(木24)

日 農協鈴田支所

上久原公 民館 1

2
月(金25)

日 片町永尾商居前

水田 2区公民館

二
月
の
妊
婦
及
び

乳
幼
児
検
診

実施月 日|実施場所 |実施時間 |

2月4日|萱瀬出張所 i 9: 30-11: 0o 1 

2月8日l 三浦診療所 :~ :30--11:00 

2月 9al 鈴田出張所 i 9:30-11:00 

I~
月間福重出張所 I 9: 30-1川

両面|松原出張所
i
13:30-15:00 

2月11日の竹松地区の検診は中止

2月21日は乳幼児検診のみ

原
爆
関
係
の
手
続
き

当
初
の
原
爆
手
帳
の
交
付
手
続

は
大
村
保
健
所
で
、
そ
の
後
の
諸

手
当
、
原
爆
に
関
す
る
手
続
き
は

市
社
会
課
援
護
係
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

新
し
い
本
が
、
は
い
り
ま
し
た

家
系

と
家
紋

(能
坂
利
雄
)、

記
録
の
百
科
事
典
(
竹
内
書
居
)
、

日
本
神
話
(
川
副
武
胤
)
、
月
と

四
セ
ン
ト
(
北
社
夫
)、

戦
争

を

知
ら
な
い
子
供
達
(
北
山
修
)
、

世
界
山
岳
百
科
事
典
(
山
と
渓
谷

社
)
、
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
(
イ

ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ
サ
ン
)
、
三
里
塚

(粟
津
潔
)
、
対
論
(
五
木
寛
之

野
坂
昭
如
)
、
日
本
人
研
究
(
板

坂
康
弘
)
、
淡
窓
全
集
(
日
田
郡

教
育
会
)
、
江
戸
、
南
蛮
、
東
京

(
松
田
毅

一
)
、
地
球
、
生
物
(
ラ

イ
フ
編
集
部
)
、
四
月
の
海
賊
た

ち
(
五
木
寛
之
)
、
大
仏
次
郎
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集

(
大
仏
次

郎
)
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(4) 

市
立
保
育
所
の

保

母

を

募

集

市政だより

受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
ほ
か
保
母

の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
昭

和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

保
母
の
資
格
を
取
得
し
う
る
者

②
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
女
子

@
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

試
験
内
容
公
務
員
と
し
て
必
要

な
一
般
知
能
と
教
養
に
つ
い
て

の
筆
記
試
験
、
身
体
検
査
な
ど

試
験
日
二
月
二
十
日

願
書
受
付
期
限
二
月
十
五
日

く
わ
し
く
は
市
人
事
課
へ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

看
護
婦
を
募
集

応
募
資
格
市
内
に
居
住
し
て
い

る
未
就
業
の
保
健
婦
ま
た
は
看

護
婦
の
有
資
格
者

従
事
業
務
各
種
予
防
接
種

勤
務
時
間
予
防
接
種
目
の
午
後

一
時
三
一
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

提
出
書
類
自
筆
履
歴
書

提
出
期
限
二
月
十
五
日

一

@

市

民

憲

章

を

か

か

げ
て
お
り
ま
す
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
市
花
を
一
つ
書
一

一

郷

土

を

愛

一

、

水

と

み

ど

り

の

い

乙

い

の

都

い

て

く

だ

さ

い

。

一

一

一

し

、

自

分

た

市

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
一

一
一
ち
の
道
徳
や
一
、
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
産
業
ま
た
は
学
年
)
を
記
入
の
こ
と
。
一

一

、

佐

郊

の

ぞ

ま

し

い

都

市

締

切

日

一

一

事

生

活

の

あ

り

一

、

健

康

で

文

化

的

な

市

民

の

ま

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
五
日
一

一

念

ぢ

方

な

ど

、

明

ち

(

当

日

消

印

有

効

)

一

一

z
を

る

く

住
み
よ

応

募

方

法

送

り

先

一

一

i

↑
じ
い
ま
ち
づ
く
官
製
ハ
ガ
キ
に
三
な
い
し
五
項

市

内

玖

島

郷

二
十
五
番
地

一

一

年

↓

ィ

り

の

た

め

の

目

程

度

市

役

所

企

画
室

'

一

l

市

長

民

の

道

一

、

.

決

定

方

法

一

一

居

と

L
る
ベ
4

と

一

、

市

民

憲
章
、
市
花
制
定
協
議
会
一

一

間

な

る

も

の

で

と

簡

け

つ

で

、

ひ

び
き
の
よ
い
こ
で
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。
一

一

日

章

次
の
乙
と
を
と
ば
で
あ
ら
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

発
表

一

需

主

思

参

考

に

し

て

例

、

一

、

み

ど

り

と

花

の

美

し

い

四

月

八
日
(
土
)
市
制
三
十
周
一

一

-

3

7

4

応
募
く
だ
さ
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
年
記
念
式
血
典
(
(
市
民
会
館
午
前
十

一

一

民

い

口

。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
時
号
)
で
発
表
さ
れ
ま

す

。

一

一

い

H

市
は
将

来

ま

た
は
学
年

)

を

記

入

の

乙

と

。

賞

一

一

¥

に

向

か

つ

て

@

市

花

入

選

者

に

は

記

念
品
を
贈
り
ま
一

一

一

の

基
本
構
想
市
古
宇

一

と

し

て

、

三

わ

し

い

市
の
花

な

お

、
同
一

作
品
は
抽
せ
ん
に
一

-

つ

の

都

市

像

応

募

方

法

よ

り

決
定
し

ま

す

。

一

提

出

先

市

衛

生

課

校

卒

業

程

度

の

学
力
を

有

す

る

者

二
次
試
験
身
体
検
査
、
面
接
試

選

考

日

二

月

下

旬

伺

昭

和

十

二

年

四
月

一
日
以
降
に

験
(
三
月
三
日
)

採

用

者

昭

和

四

十

七

年

三

月

実

生

ま

れ

た

者

試

験

日

二
月
二
十
七
日

(
日
)

施
の
予
防

接

種

か

ら

勤

務

同

上

水

道

工

事

の

実

務

経

験

が

二

午

前

九

時

年

以

上

の

者

申

込

期

間

二

月

五

日

か

ら

二

月

伺

市

内

に

居

住

す

る

者

ま

た

は

採

十

九

日

ま

で

用
後
居
住
し
う
る
者

提
出
書
類
履
歴
書
、
試
験
申
込

試
験
内
容

書
(
水
道
部
備
付
二
戸
籍
謄
本
、

一
次
試
験
教
養
試
験
、
管
工
技

写
真
一
枚

-

術
試
験
(
二
月
二
十
七
日
)
受
付
及
び
試
験
場

水
道
部
技
術
員
を
募
集

職

種

水

道

部
技
術
員

募
集
人
員
一
名

受
験
資
格

付
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
が
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

市
水
道
部

そ
の
他
く
わ
し
く
は
水
道
部
管

理
係
(
電
話
三
三
四
三
)
へ

長
崎
県
立
盲
学
校

生

徒

募

集

入
学
資
格
盲
児
な
ら
び
に
普
通

の
文
字
が
よ
く
み
え
な
い
弱
視
児

募
集
人
員

小
学
部
一
‘
l
六

年

若

干

名

中
学
部
一

1
三
年
若
干
名

高
等
部
本
科
一
年
若
干
名

別
科
一
年
若
干
名

な
お
、
高
等
部
は
選
考
し
ま
す

入
学
検
査
高
等
部
一
次
検
査

二
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日

二
次
検
査
四
月
六
日
・
七
日

(
一
次
検
査
に
も
れ
た
者
)

小
・
中
学
部
四
月
六
日
・
七
日

募
集
期
限
三
月
二
十
日
ま
で

申
込
先
長
崎
県
立
盲
学
校

長
崎
市
橋
口
町
一

O
l四
七

電

話

四

四

1
0
0七
九

県
立
久
原
養
護
学
校

児
童
・
生
徒
募
集

入
学
資
格
昭
和
四
十
七
年
四
月

一
目
、
小
・
中
学
校
の
学
齢
に
あ

る
者
で
、
知
恵
遅
れ
の
た
め
普
通

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
者

所
在
地
市
内
久
原
郷

一
四
九
七

募
集
人
員
小
・
中
学
部
若
干
名

願
書
提
出
期
限
二
月
二
十
日

願
書
そ
の
他
書
類
は
返
信
用
切

手
を
同
封
し
学
校
へ
提
出
の
乙
と

防
衛
庁
共
済
組
合
大
村

ク
ラ
ブ
職
員
を
募
集

職
種

A
W
調
理
人
二
名
(
調
理
師
有
資

格
者
で
三
十
五
歳
ま
で
の
男
)

③
業
務
員
三
名
(
高
卒
・
中
卒

ま
た
は
四
十
七
年
度
卒
業
見
込

み
で
二
十
歳
ま
で
の
女
)

な
お
採
用
は
三
月
下
旬
の
予
定

勤
務
場
所

川
防
衛
庁
共
済
組
合
大
村
ク
ラ
ブ

市
内
東
三
城
町
四
の
一
五

凶
同
分
館
大
村
部
隊
内

給
与
国
家
公
務
員
給
与
法
に
基

分
づ
き
支
給

勤
務
要
領
住
み
込
み
、
た
だ
し

館
は
通
勤

応
募
方
法
履
歴
書
、
写
真
二
枚

を
二
月
十
日
ま
で
に
提
出
の
乙
と

く
わ
し
く
は
大
村
部
隊
厚
生
科
へ

電
話
二
三
三
内
線
一
二
・
二
二

柔
道
昇
段
審
査
会

日
時

一
一
月
五
日
(
土
」

午
後
一
時
三
十
分

郡
中
学
校
体
育
館

実
技
・
学
科
・
投
の
形

初
段
・
二
段
・
三
段
ま
で

大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

内場
容 所

主
催

九，
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